
第 79 回国民体育大会滋賀県開催準備委員会 

第３回常任委員会・第３回総会における決定事項について 

 
 
１． 開催期日・場所 

平成 27 年８月 31 日(月)  琵琶湖ホテル（大津市） 

 

２． 主な決定事項 

 

 

 

・ 両大会の開催準備を一体的かつ効率的・効果的に推進するため、会の名称を「第

79 回国民体育大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会滋賀県開催準備委員会」に改

正 

・ 大会開催の基本コンセプトとなる「開催基本方針」を改正し、従来の６つの目標

に、「すべての人が共に支えあう滋賀を目指す大会」を追加 

・ 全スポ大会の開催準備を専門的に検討する「全国障害者スポーツ大会専門委員会」

を設置 

 

 

 

市町と競技団体のマッチングが成立した５競技の会場地を内定 

 

 

 

・ 「募金推進要綱」「募金推進計画」の策定 

・ 「募金趣意書」に基づく、開催準備委員会が主体となった本格的な寄附のお願い

を開始 

 

 

 

・ 「広報・県民運動専門委員会」で（案）を審議いただいた「広報基本方針」を正

式に決定 

 

３． 第３回常任委員会・第３回総会における決定事項 

・ 添付資料のとおり 

（１） 国体と全国障害者スポーツ大会の一体的準備を進めるため

の体制整備を行いました。 

（３） 大会開催に向けた募金活動の「キックオフ」を行いました。 

（２） 国体会場地の第一次内定を行いました。 

（４） 「広報基本方針」を決定しました。 

資料１ 



第 79 回国民体育大会滋賀県開催準備委員会 

第 3 回常任委員会・第 3 回総会における決定事項について 
 

 

１ 第 79 回国民体育大会滋賀県開催準備委員会  第３回常任委員会 

(1) 第 79 回国民体育大会滋賀県開催準備委員会 専門委員会設置規程 改正 

・「主会場選定専門委員会」を削除、「全国障害者スポーツ大会専門委員会」を追加 

 ＜総務企画専門委員会関係＞ 

(2) 第 79 回国民体育大会滋賀県開催準備委員会・第 24 回全国障害者スポーツ大会 

開催準備総合計画 ････････････････････････････････････････････････････ 2 

(3) 第 79 回国民体育大会 会場地市町第一次内定 ･･･････････････････････････ 3 

＜広報・県民運動専門委員会関係＞ 

(4) 第 79 回国民体育大会 広報基本方針 ･･･････････････････････････････････ 4 

＜競技運営専門委員会関係＞ 

(5) 第 79 回国民体育大会 競技役員等編成基本方針 ･････････････････････････ 5 

(6) 第 79 回国民体育大会 競技役員等養成基本方針 ･････････････････････････ 7 

(7) 第 79 回国民体育大会 競技役員等養成基本計画 ･････････････････････････ 8 

 

２ 第 79 回国民体育大会滋賀県開催準備委員会  第３回総会 

(1) 第 79 回国民体育大会滋賀県開催準備委員会会則 改正 

・「第 79 回国民体育大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会滋賀県開催準備委員会」への改組 

・障害福祉の関係団体等を役員、委員等に追加 

(2) 第 79 回国民体育大会開催基本方針 改正 ････････････････････････････････ 10 

・「第 79 回国民体育大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会開催基本方針」へ改正 

 ＜募金・協賛推進特別委員会関係＞ 

(3) 第 79 回国民体育大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会募金推進要綱 ･･････ 12 

(4) 第 79 回国民体育大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会募金推進計画 ･･････ 14 

(5) 第 79 回国民体育大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会募金趣意書 ････････ 19 

 

資料１ 



H25(2013） H26(2014） H27(2015） H28(2016） H29(2017） H30(2018） H31(2019） H32(2020） H33(2021） H34(2022）

11年前　 10年前 9年前 8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前

国体近畿ブロック大会
（滋賀県開催）

全国高校総体
（近畿ブロック開催）

ラグビーワールドカップ

東京オリンピック・パラリン
ピック
国体近畿ブロック大会
（滋賀県開催）

関西ワールドマスターズ
ゲームズ

開催内々定 開催内定 開催決定・会期決定 国体ﾘﾊｰｻﾙ大会 開　催

総　会
常任委員会

専門委員会
（総務企画） （広報・県民運動） （全国障害者 （宿泊・衛生） （式典・会場）

（主会場選定） （競技運営） スポーツ大会） （輸送・交通） （警備・消防）

特別委員会
（子ども・若者参画） （募金・協賛推進）

市町組織

全　　体

会場地選定

競技施設

情報通信

文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

総合案内

行幸啓等

広報

県民運動

競技運営

競技用具

宿泊

衛生

全国障害者スポーツ大会

募金・協賛

子ども・若者参画

【参考】　競技力向上（県教委）

広報・
県民運動

競技運営

宿泊・衛生

輸送・交通

式典・会場

警備・消防

主なスポーツ大会

開催手続

推進組織
全県組織

総務企画
（主会場選定）

　　　　　第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会　開催準備総合計画

年　　度
H35(2023） H36(2024）

1年前 開催年

募金・協賛活動の推進募金活動の推進

開催要望書提出
（日体協・文科省へ）

中央競技団体
正規視察

県議会決議

開催申請書提出
（６月中）

日体協・文科省
総合視察

国体準備委員会 国体・全国障害者

ｽﾎﾟｰﾂ大会実行委員会

市町準備委員会（任意設置） 市町実行委員会

開催基本方針

開催準備総合計画
開催準備総合計画

（第３次）

開催準備総合計画

（第４次）

開催基本構想

県・市町の業務分担・

経費負担基本方針
県・市町の業務分担・

経費負担の細目

会場地市町選定基本方針・基

準、主会場選定基準
会場地選定（正式競技・特別競技）

会場地選定（公開競技） 会場地選定（ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ）

競技施設基準（暫定） 競技施設整備計画競技施設基準

競 技 施 設 ( 主 会 場 そ の 他 の 各 会 場 地 ） の 整 備

情報通信基本計画 情報通信システムの整備、関係機関調整等

県大会実施本部

情報通信基本方針

子どもや若者（ジュニアユースチーム）による国体・全国障害者スポーツ大会を含む県のスポーツ振興に関する調査研究等

広報基本方針 大会愛称、スローガンの募集・決定

開催内定イベント

開催決定イベント 開催１年前イベントダンス、イメージソング

募集・決定

広報活動の推進（広報誌・ポスター等の作成、インターネット・マスメディアを通じた広報等）

県民運動基本方針 県民運動基本計画 県民運動 （花いっぱい運動、クリーンアップ運動等）の推進

競技役員等の養成

競技役員等養成基本方針

競技役員等養成基本計画

競技運営基本方針競技役員等編成基本方針 公開競技実施基本方針 デモスポ実施基本方針 リハ大会開催基準要項 競技開催日程決定

記録業務基本方針 記録業務基本計画

宿泊基礎調査

宿泊基本方針

宿泊施設実態調査

宿泊基本計画 配宿計画・調整等

標準献立作成方針 標準献立表の作成、講習会の開催等

医事衛生基本方針 医事衛生基本計画 医療救護、食品衛生対策、環境衛生対策、防疫対策、馬事衛生対策等の実施

輸送交通基礎調査

輸送交通基本方針 輸送交通基本計画 全国・会場地・開閉会式場輸送計画等

交通規制計画

式典基本方針 式典基本計画 式典実施計画 式典実施要綱等

競技用具整備基本方針 競技用具整備要項 競技用具の整備

会場管理基本方針 会場管理基本計画 会場装飾、案内標識設置等

警備・消防防災

基本方針

警備・消防防災

基本計画
業務指針・マニュアル等作成、関係機関調整等

会場地選定（正式競技）

競技役員等の養成、ボランティア募集・養成等

文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ基本方針 文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施

基本計画
文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施要項 文化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ募集

主会場の選定

総合案内基本方針 歓迎・接伴計画の策定、総合案内所等の整備等

記録本部

総監督者会議

情報通信本部

募金推進計画

募金推進要綱

募金・協賛推進計画

募金・協賛推進要綱

報道本部

宿泊本部

輸送本部

救護本部

式典本部

馬事衛生対策本部

全スポ大会実施本部

全国報道者会議

広報基本計画

開催準備総合計画

（第２次）

警備本部

消防防災本部

競技力向上基本計画

競技力向上対策本部

基本計画見直し 基本計画見直し

解散

大 会

報告書

行幸啓・御成り計画、警衛計画等
行幸啓本部

警衛本部

リ

ハ

ー

サ

ル

大

会

第

7

9

回

国

民

体

育

大

会

・

第

2

4

回

全

国

障

害

者

ス

ポ

ー

ツ

大

会

全国代表者会議

解散市町競技会実施本部

東京 長崎 和歌山 岩手 愛媛 福井 茨城 鹿児島 三重 栃木 佐賀

国体・全国障害者

ｽﾎﾟｰﾂ大会準備委員会

審判員・要資格運営員

養成計画

マスコットキャラクターの検討・選定

会場地選定基本方針 会場地選定（ｵｰﾌﾟﾝ競技）

全ｽﾎﾟ大会ﾘﾊｰｻﾙ大会

全スポ大会開催に向けた課題の整理

ｵｰﾌﾟﾝ競技実施基本方針 競技用具整備

国体との一体的な開催に向けた構想の検討

平 成 2 7 年 ( 2 0 1 5 年 ) ８ 月 3 1 日
第 ３ 回 常 任 委 員 会 決 定



 

 

 

第７９回国民体育大会 会場地市町第一次内定 

 
 

 競技名（種目） 市町名 種別 開催予定施設 

１ ソフトテニス 長浜市 全種別 長浜市民庭球場 

２ 相撲 長浜市 全種別 滋賀県立長浜ドーム 

３ 剣道 湖南市 全種別 湖南市総合体育館 

４ アーチェリー 愛荘町 全種別 愛荘町スポーツセンター秦荘 
グラウンド 

５ 高校野球（硬式） 大津市 － 皇子山総合運動公園野球場 
 
注）１ 実施競技については、４年ごとに日本体育協会で見直しが図られており、滋賀県が開催

する第 79回大会の選定は現時点では未定であり、日本体育協会の実施競技の選定動向によ

っては、再調整が必要となる場合がある。 

  ２ 開催予定施設は、現時点で競技を開催できる能力を有する施設として判断したものであ

り、今後、中央競技団体視察の結果等により、会場の追加・変更等が生じる場合がある。 

平成 27 年(2015 年)８月 31 日 
第 ３ 回 常 任 委 員 会 決 定 



 
 

 

 

第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会 

広報基本方針 

 
 
第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）の

広報については、第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会開催基本方針

に基づき、大会の開催意義を広く県民に周知し、その理解を深めることにより、大会

への参加意識の高揚を図り、県民総参加でつくる大会につなげるとともに、滋賀や大

会の魅力を全国に発信するため、次のとおり実施する。 

 

 

１ 県、市町、関係機関・団体、大学、企業、ＮＰＯ、ボランティア等の多様な主体

との連携・協働のもと、各種の広報媒体を戦略的かつ効果的に活用し、大会の積極

的な広報に努める。 

 

２ 報道機関との連携や、インターネットをはじめとした多様なメディアの活用によ

り、大会に関する情報を迅速かつ広域に伝達するとともに、環境へのこだわり、歴

史、文化、自然等の多彩な滋賀の魅力を全国に発信する。 

 

３ 大会を象徴し、広く県民に愛されるような愛称・スローガン、マスコット等を制

定し、その普及を図ることにより、大会開催の機運を高める。 

 

４ 大会の記録映像、記録写真集等を制作し、その感動と興奮を永く記録にとどめる

とともに、大会の開催成果を滋賀の財産として未来へ継承する。 

 

 
 

平成27年(2015年)８月31日 

第 ３ 回 常 任 委 員 会 決 定 

（ 第 ３ 回 総 会 一 部 改 正 ） 



 

 

 

 

第７９回国民体育大会 競技役員等編成基本方針 

 
第79回国民体育大会（以下「大会」という。）における競技役員等の編成は、大会にお

ける各競技会の運営を円滑に行うため、次の基本方針により行う。 
 

１ 基本方針 

（１） 競技役員等の編成は、公益財団法人日本体育協会の定める「国民体育大会開催

基準要項」および「国民体育大会各競技会開催にあたる競技役員編成基準」に基

づき、滋賀県開催準備（実行）委員会が、会場地市町および県・中央競技団体と

十分協議して行う。 
（２） 競技役員等は、１人１競技を原則として、県および地域スポーツの普及・振興

を図るため、できる限り県内役員により編成することとし、競技団体および会場

地市町の実情に即し、必要最低限の人数により最大の効果をあげることができる

よう適正な配置を行う。 
（３） 競技役員等の編成に当たっては、競技団体および会場地市町の関係者のみなら

ず、広く県民の積極的な参加と協力が得られるよう配慮する。 
 
２ 競技役員等の定義および編成方法 

（１） 競技役員等の種類、定義および編成方法は、次のとおりとする。 
①主に競技会（試合等）運営に携わる役職 
役職名 定  義 編 成 方 法 

競技会役員 
国民体育大会開催基準要

項第22項第２号の規定に

該当する者 
名誉会長、会長、副会長、顧問、参与、

委員長、副委員長および委員とする。 

競

技

役

員 

審判員 競技の審判に携わる者 
原則として、県内有資格者をもって編成

することとし、必要に応じて中央および

近県競技団体関係者を含めて編成する。 

運営員 競技会の運営に直接携わ

る者（審判員を除く） 

原則として、県競技団体関係者と会場地

市町関係者等をもって編成することと

し、必要に応じて中央および近県競技団

体関係者を含めて編成する。 

競技補助員 競技役員の業務の補助に

携わる者 
会場地市町および周辺市町に在住する当

該競技関係者をもって編成する。 

平成 27 年(2015 年)８月 31 日 

第 ３ 回 常 任 委 員 会 決 定 



 

②主に競技会場運営に携わる役職 
役職名 定  義 編 成 方 法 

競技会係員 
宿泊・輸送・歓迎・駐車場

等の競技会を支援する間接

的な業務に携わる者 
会場地市町関係者等をもって編成する。 

競技会補助員 競技会係員の業務の補助に

携わる者 
会場地市町および周辺市町に在住する者

をもって編成する。 
（２） 競技役員等の編成案は、会場地市町が競技団体等と協議のうえ作成し、滋賀県

開催準備（実行）委員会において決定する。 
 

３ 競技役員等の調整 

 競技役員等の編成に当たり、やむを得ず重複して競技役員等となる可能性がある場

合は、次の原則により関係者が協議して調整する。 
（１） 監督、コーチおよび選手ならびに競技役員等の重複については、監督、コーチ

および選手を優先する。 
（２） ２競技以上にわたる競技役員等の重複については、その業務内容により、関係

者が協議して調整する。 
（３） 同一競技における競技役員等の重複については、その業務内容により認める。 
（４） 開・閉会式および集団演技の関係役員等と競技役員等の重複については、その

業務内容により認める。 
 
４ 業務内容 

 競技役員等のうち、競技役員、競技補助員、競技会係員および競技会補助員の想定

される業務内容は、概ね次のとおりとする。 
①主に競技会（試合等）運営に係る業務内容 
役職名 業 務 内 容 

競

技

役

員 

審判員 
総括、総務、運営、審判、記録、出発、監察、放送、召集、掲示、進行、 
報道、表彰、救護、得点掲示、記録送受信、総合成績計算、会場 等 

運営員 

競技補助員 競技役員の業務を補助する。 

②主に競技会場運営に係る業務内容 
役職名 業 務 内 容 

競技会係員 総括、総務、受付案内、接待、宿泊、輸送、会場整理、警備、施設管理、 
会場美化、練習会場、駐車場、弁当、入場券販売、プログラム販売 等 

競技会補助員 競技会係員の業務を補助する。 

 



 

 

 

 

第７９回国民体育大会 競技役員等養成基本方針 

 
第79回国民体育大会（以下「大会」という。）における競技役員等の養成は、各競技

会の円滑な運営と県および地域スポーツの一層の普及・振興を図り、大会後も各競技

の普及・強化につなげるため、次の方針に基づいて計画的に推進する。 
 
 

１ 競技役員等については、中央競技団体と連携のうえ、できる限り県内において必

要人員を確保することを目標として養成する。 

 

２ 競技役員等については、競技団体、会場地市町および県の業務分担を明確にし、

十分に連携を図りながら計画的に養成する。 

 

３ 競技役員等のうち審判員および資格が必要な運営員については、円滑な競技会運

営を図るため、各役員の負担軽減を考慮し、１人１競技を原則として養成する。 

 

４ 競技役員等のうち審判員および資格が必要な運営員については、資格の取得およ

び資質の向上が重要となることから、競技団体ごとに年次別養成計画を策定し養成

する。 

 

５ 競技役員等のうち資格が必要のない者については、県および地域スポーツの普

及・振興を図るため、広く県民の積極的な参加と協力を呼びかけ、できる限り各競

技会場地およびその周辺において確保することを目標として養成する。 

 

６ 競技役員等については、大会後に引き続き行われる第２４回全国障害者スポーツ

大会の円滑な運営を念頭に置き養成する。 

平成 27 年(2015 年)８月 31 日 
第 ３ 回 常 任 委 員 会 決 定 



 

 

 

 

第７９回国民体育大会 競技役員等養成基本計画 

 
第79回国民体育大会の競技運営にあたる競技役員等の養成については、「第79回国民体

育大会競技役員等編成基本方針」および「第79回国民体育大会競技役員等養成基本方針」

に基づき、「第79回国民体育大会競技役員等養成基本計画」を作成し、計画的かつ円滑な

事業の推進を図る。 

 
１ 養成対象 

  競技役員（審判員・運営員）、競技補助員、競技会係員および競技会補助員を養成の

対象とする。 

 
２ 業務分担 

（１） 競技役員（審判員・運営員）および競技補助員については、競技団体がその養成

を行う。 
（２） 競技会係員および競技会補助員については、会場地市町が関係団体と十分協議し、

その養成を行う。 
（３） 県は、競技団体および会場地市町と連携を図り、競技役員等の養成計画の推進に

努める。 
 
３ 養成方法 

（１） 競技役員（審判員・運営員）の養成方法については、次のとおりとする。 
①県内講師による県内講習会 
②中央およびブロックの競技団体講師による県内講習会 
③中央およびブロックの競技団体主催の講習会への派遣 
④中央およびブロックの競技団体主催の大会への派遣 

（２） 競技補助員、競技会係員および競技会補助員の養成方法については、次のとおり

とする。 
①県内講師による県内講習会 
②中央およびブロックの競技団体講師による県内講習会 

 

 

平成 27 年(2015 年)８月 31 日 

第 ３ 回 常 任 委 員 会 決 定 



 

４ 養成スケジュール 

年度 
 開催前年 

区 分／養成方法／養成団体 

H28 
8年前 

H29 
7年前 

H30 
6年前 

H31 
5年前 

H32 
4年前 

H33 
3年前 

H34 
2年前 

H35 
1年前 

H36 
開催年 

競 

技 

役 

員 

審 判 員 
中央講習会等派遣 
県内講習会  

競技 
団体 

         

運 

営 

員 

要資格 
運営員 

中央講習会等派遣 
県内講習会  

競技 
団体 

         

その他の 
運営員 

中央講習会等派遣 
県内講習会  

競技 
団体 

         

競技補助員  県内講習会  
競技 
団体 

         

競技会係員  県内講習会  
会場地 
市町 

         

競技会補助員 県内講習会  
会場地 
市町 

         

 

５ 養成計画 

  審判員および資格が必要な運営員の具体的な養成計画は、各競技団体が別途作成する

こととし、事業の進捗状況をふまえて毎年見直しを行う。 
 

資格取得、資格維持、資質向上 

養成、資質向上 

資格取得、資格維持、資質向上 

養成、資質向上 

養成 

養成 



 

 

 

 

第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会 

開催基本方針 

 

１ 基本方針 

 滋賀県は、我が国最大の湖である琵琶湖をはじめとする豊かな自然環境や、古く

から交通の要衝として栄えてきた歴史を有するとともに、先人が人と人、人と自然

のつながりの中で育んできた文化が今も脈々と息づいています。 

 この地で平成 36年(2024 年)に開催する第 79回国民体育大会および第 24回全国

障害者スポーツ大会は、次代を担う人育てや、活力に満ちた真心通い合う郷土づく

り、全国から滋賀を訪れる多くの人との交流の絶好の機会として、年齢、性別、障

害のあるなしを問わず、県民の皆さんの総参加により、夢や感動、連帯感を共有で

きる大会とすることを目指します。 

 大会の開催を契機として、県民の皆さんがより一層身近にスポーツを楽しむこと

のできる環境をつくり、健康・体力の保持増進と競技力の向上を図るとともに、障

害に対する理解を深め、障害のある人の社会参加を進めます。 

 併せて、福祉、教育、観光および経済への総合的かつ複合的な効果を通して、ふ

るさと滋賀の活力をさらに高め、将来にわたり持続可能な共生社会の実現につなげ

てまいります。 

 

 

２ 実施目標 

（１） 滋賀をスポーツで元気にする大会 

 県民の皆さんが日常的にスポーツを「する」「みる」「支える」ことのできる環

境づくりに取り組むとともに、生涯にわたり心身ともに健康で活力ある生活を送る

ことができるよう、健康づくりへの関心を高め、行動につなげるきっかけとします。 

 

（２） 滋賀の若者や女性が主体的に関わる大会 

 若者や女性の、大会に向けた準備や大会運営への主体的な参画を図るとともに、

心身ともにたくましく思いやりの心を持った子どもの育ちや、女性がより一層スポ

ーツに親しむことのできる環境づくりにつなげます。 

平成25年(2013年)10月31日 

第 １ 回 総 会 決 定 

平成27年(2 0 1 5年)８月31日 

第 ３ 回 総 会 改 正 



（３） 県民総参加でつくり、「滋賀の力」を伸ばす大会 

 県、市町をはじめ、関係機関・団体、大学や企業との緊密な連携のもと、多様な

人、多様な主体との協働を通じた創意工夫による大会準備・運営を行うとともに、

滋賀の持つ「人の力」「地と知の力」を伸ばします。 

 

（４） 滋賀の魅力を再発見し、地域の活性化やビジネスにつなげる大会 

 環境へのこだわりや歴史・文化・自然など多様な滋賀の魅力を県民自らが見つめ

なおし、全国に発信するとともに、大会準備や運営、「おもてなし」の経験をもと

に、将来につながるビジネスへの展開など、地域経済の活性化を図ります。 

 

（５） 滋賀の子が、滋賀で育ち、滋賀で活躍する大会 

 大会を契機として、滋賀の地で選手が育ち、その選手が指導者となって次の世代

を育てるなど、滋賀のスポーツの発展を支える好循環の形成に努めるとともに、次

代を担う子どもが夢を育み、実現することのできる環境づくりを目指します。 

 

（６） 滋賀の未来に負担を残さない大会 

 既存施設の有効活用や、大会運営の簡素化・効率化を徹底するとともに、施設整

備が必要な場合は、環境に最大限配慮し、大会終了後の持続的な活用が可能で、か

つ防災等多目的に使用できる、誰もが使いやすい施設としての整備を目指します。 

 

（７）すべての人がともに支え合う滋賀を目指す大会 

 障害のある人が主体的に大会に参画することや、障害の程度に関わらず日常的に

スポーツに親しむ環境を整えることで自己実現の機会を拡げるとともに、障害のあ

る人もない人もみんなでスポーツを楽しむことを通じて、人と人との絆を育み、障

害への理解を深め、ともに支え合う社会を築きます。 

 



 

 

 

 

第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会 

募金推進要綱 
 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、平成36年(2024年)の第79回国民体育大会および第24回全国障害

者スポーツ大会（以下「大会」と総称する。）を滋賀県で開催するにあたり、県民

総参加でつくる大会に向けて、開催に係る機運の醸成や大会の周知、大会の円滑な

運営を図るために行う寄附金の募集（以下「募金」という。）について、必要な事

項を定める。 

 

（推進） 

第２条 募金は、第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会滋賀県開催準

備委員会（以下「開催準備委員会」という。）が推進する。 

２ 開催準備委員会の構成員は、連携協力して募金の推進にあたるものとする。 

３ 開催準備委員会は、募金を推進するための計画を策定するものとする。 

４ 前項の計画は、進捗状況等を踏まえ、必要に応じ見直すものとする。 

 

（名称等） 

第３条 募金は、「第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会募金」とい

う名称を用いて行うものとする。 

２ 募金は、前項の名称のほか、必要に応じ愛称を用いて行うことができる。 

 

（対象） 

第４条 募金は、滋賀県内外の個人および企業・団体を対象として行うものとする。 

 

（期間） 

第５条 募金の期間は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1)  第７条第１号に掲げる経費のための募金 開催準備委員会の総会の議決により

定める日から大会最終日まで 

(2)  第７条第２号および第３号に掲げる経費のための募金 平成27年８月31日から

開催準備委員会の総会の議決により定める日まで 

 

（受入れ） 

第６条 募金による寄附金は、滋賀県が受け入れ、滋賀県国民体育大会・全国障害者

スポーツ大会運営等基金に積立てるものとする。 

 

平成27年(2015年)８月31日 

第 ３ 回 総 会 決 定 



（使途） 

第７条 滋賀県は、前項の規定により受け入れた寄附金を第５条各号の募金の期間に

応じ、次の各号に掲げる経費の財源に充てるものとする。 

(1)  大会運営に要する経費 

(2)  大会に向けたスポーツ選手の発掘、育成および強化に要する経費 

(3)  大会に向けたスポーツ施設の整備に要する経費 

 

（謝意表明） 

第８条 寄附者に対しては、開催準備委員会会長が別に定めるところにより、謝意を

表明する。 

 

（雑則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、募金の推進に関し必要な事項は、開催準備委

員会会長が定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成27年８月31日から施行する。 



 

 

 

 

第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会 

募金推進計画 

 

 第79回国民体育大会・第24回全国障害者スポーツ大会募金推進要綱（以下「要綱」

という。）第２条第３項の規定に基づき、寄附を通じた第79回国民体育大会および

第24回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」と総称する。）への参加を促進する

ため、次のとおり計画的かつ戦略的に募金を推進するものとする。 

 

１．推進体制 

  開催準備委員会の構成員は、各々の会員や加盟団体等に募金の周知を図るとともに、

寄附の呼びかけを行うものとする。また、募金に係る広報活動等の取組についても連携

協力して行うものとする。 

 

２．推進に向けた視点 

  次の３つの視点に基づき、取組を推進する。 

(1)「寄附したいと思っていただくための工夫」 

滋賀や大会を応援したいという思いの醸成を図る。 

(2)「気軽に寄附していただくための工夫」 

寄附しようと思った時に、気軽に寄附できる環境を整備する。 

(3)「活動を持続させるための工夫」 

長期間にわたる募金を持続させるために必要な工夫を行う。 

 

３．具体的な取組 

(1)様々な募金活動の展開 

 ア 個人 

・ 県内の方をはじめとして、県外在住の滋賀ゆかりの方にも寄附を呼びかける。 

・ 大会記念物品等の購入を通じた寄附を呼びかける。 

・ 公共施設や民間施設に募金箱を設置する。また、募金箱については、スポーツイ

ベントをはじめとする各種イベント時にも設置するなど寄附機会の拡大を図る。 

・ 駅や商業施設等において、街頭募金を原則として年に１回実施する。 

・ 上記のほか、必要となる取組を実施する。 

 

平成27年(2015年)８月31日 

第 ３ 回 総 会 決 定 



 イ 企業・団体 

・ 県内の企業・団体をはじめとして、県外の滋賀ゆかりの企業・団体についても直

接訪問するなどにより寄附を依頼する。また、県内に事業所等があり県外に本社が

ある企業については、必要に応じ本社を訪問して寄附を依頼する。 

・ 寄附については、通常の寄附のほか、寄附付き商品の販売、主催イベントの参加

料や運営する施設の利用料に寄附を含める方法などについても協力を依頼する。 

・ 職場募金への配慮を依頼する。 

・ マスコットキャラクターのグッズ販売等について協力を依頼する。 

・ 上記のほか、必要となる取組を実施する。 

 

(2)戦略的な広報活動の展開 

・ インターネット、リーフレット、広報誌、屋外広告物等の多種多様な媒体を活用

して戦略的に広報を行う。また、必要に応じ大会開催のプレイベント等との連携を

図る。 

・ 広報にあたっては、選手の動向や思いを発信するなどにより、募金の趣旨に共感

してもらうための工夫をする。 

・ 寄附について税の優遇措置があることを周知する。 

 

(3)学校との連携協力 

・ 県内の大学をはじめとした各種学校と連携協力し、若い世代による募金を含む大

会全般を盛り上げる取組を実施する。（例：募金箱コンクール、広報物のデザイン

コンテスト、募金アイデアコンペ等） 

   

(4)滋賀ゆかりの著名人やトップアスリートへの協力依頼 

・ 各種広報活動やイベントへの出席等について協力を依頼する。 

・ グッズ等の「モノ」のほか、一緒に何かをする権利等の「コト」の提供について

も協力を依頼する。 

 

(5)寄附への謝意表明 

・ 礼状の送付その他の方法で謝意を表明する。 

・ 同意がある場合は、インターネットや開催準備委員会の総会等を通じ、氏名また

は名称を公表し、その厚意を讃える。 

 

(6)結果のフィードバック 

・ 寄附金を充当した事業の実績や成果について、レポートを作成しインターネット

等を通じ公表することなどにより、寄附者に報告する。 



(7)様々な支払手段の設定 

・ 募金専用納付書の作成や、募金箱の設置、クレジットカードによる寄附、その他

インターネットを活用した寄附など様々な支払手段を設定し、手軽に、かつ気軽に

寄附できるための環境整備を図る。 

 

(8)メリハリをつけた推進 

・ 週単位または月単位の取組集中期間を設ける。 

・ 取組の開始時期をあえてずらしたり、進捗状況等を踏まえて刺激となる新たな取

組を追加するなどにより息切れを防ぐ。 

 

４．推進計画の進行管理 

  推進計画については、取組の進捗状況等を「募金・協賛推進特別委員会」にお

いて毎年検証するとともに、要綱第２条第４項の規定に基づき、必要があるとき

は、開催準備委員会の総会の議決を経て変更する。 



○募金の期間
H27

(2015）
H28

(2016）
H29

(2017）
H30

(2018）
H31

(2019）
H32

(2020）
H33

(2021）
H34

(2022）
H35

(2023）
9年前 8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 1年前

開催内定 開催決定 ﾘﾊｰｻﾙ大会

大 会 運 営

選 手 の 発 掘 ・ 育 成 ・ 強 化

施 設 整 備

○具体的な取組
H27

(2015）
H28

(2016）
H29

(2017）
H30

(2018）
H31

(2019）
H32

(2020）
H33

(2021）
H34

(2022）
H35

(2023）
9年前 8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 1年前

開催内定 開催決定 ﾘﾊｰｻﾙ大会

個  人

寄附の呼びかけ

募金箱の設置

街頭募金の実施

スタート・ダッシュ キープ スパート

全 体 ス ケ ジ ュ ー ル

H36
(2024）

-

開催

H36
(2024）

使
途

【参考】　企業協賛

-

開催

様々な募金活動の展開

公共・民間施設に設置（+イベント時） 徐々に拡大 （+イベント時）

県内どこでも見かけるように設置
（+イベント時)

インターネット、リーフレット、広報誌等の多種多様な媒体を活用して寄附を呼びかけ（記念品等の購入による寄附含む）
県内の方をはじめとして、県外の滋賀ゆかりの方にも呼びかけ

（終期未定）

（終期未定）

（始期未定）

開催内定イベント 開催決定イベント 開催直前イベント



H27
(2015）

H28
(2016）

H29
(2017）

H30
(2018）

H31
(2019）

H32
(2020）

H33
(2021）

H34
(2022）

H35
(2023）

9年前 8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 1年前

開催内定 開催決定 ﾘﾊｰｻﾙ大会

企業・団体

寄附の呼びかけ

寄附付き商品の販売、イ
ベント参加料や施設利用
料に寄附を含む方法など
への協力依頼

マスコットグッズ販売の協
力依頼

H36
(2024）

-

開催

スタート・ダッシュ キープ スパート

（様々な募金活動の展開）

戦略的な広報活動の展開

学校との連携

滋賀ゆかりの著名人やトップアス
リートへの協力依頼

ぬいぐるみなどのグッズの販売を依頼

県内の企業・団体や滋賀にゆかりを持つ県外の企業・団体に対し、直接訪問や依頼状送付などにより寄附を依頼
県内に本社がない企業については、必要に応じ本社を訪問するなどにより寄附を依頼

インターネット、リーフレット、広報誌、屋外広告物など多種多様な媒体により戦略的に広報を行う

小学生による募金箱コンクール

広報物デザインコンテスト、募金アイデアコンペなど

直接訪問により協力を依頼

グッズの種類や、協力企業数の拡大を
目指して協力依頼

直接訪問等により協力依頼 対象商品、イベント、施設の拡大を目指して協力依頼
さらなる拡大を目指して協力依頼

内定イベント

との連携

決定イベント

との連携

１年前イベント

との連携

開催イベント

との連携

さらなる拡大を目指して協力を依頼

関係機関等

と調整



 

 

 

第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会 

募金趣意書 

 

 平成36年（2024年）に滋賀県で第79回国民体育大会と第24回全国障害者スポーツ

大会が開催されます。 

 両大会の開催は、次代を担う子どもや若者たちがスポーツの意義や楽しさに触

れ、夢を育て、自ら成長するきっかけとなるものです。また、スポーツを「する」

「みる」「支える」など、県民の皆さんがよりスポーツに親しむとともに、障害に

対する理解を深め、障害のある人の社会参加を進める契機にもなります。加えて、

全国から滋賀を訪れる多くの人との触れ合いを通じ、歴史や自然、文化など、滋賀

の多様な魅力を発信する絶好の機会でもあります。 

 

 県民の皆さんが年齢や性別、障害のあるなしに関わらず、様々な形で両大会に参

加することを通して夢や感動、連帯感を共有し、滋賀をより一層元気にする大会と

なるよう、その準備に万全を期すことが大切です。併せて、滋賀県ゆかりのアスリ

ートの成長や、両大会をはじめ、全国や世界での活躍を応援していきたいと考えて

います。さらに、全国のトップアスリートが活躍する舞台であるとともに、県民の

皆さんが生涯にわたって豊かなスポーツライフや健康的な生活を実現するための

拠点となる施設の充実を図る必要があります。 

 

 現在、県や市町、競技団体、関係団体等が一体となり開催準備を進めているとこ

ろですが、両大会を成功に導き、その成果を次代に残していくためには、皆さんの

より一層の御支援・御協力が何よりも必要です。 

 

 このような趣旨から、より多くの方々に両大会を支えていただくための取組とし

て募金を実施し、両大会の運営、競技力の向上やスポーツ施設の整備に要する経費

として活用させていただきたいと考えております。 

 

 皆様には、是非この募金の趣旨に御賛同いただき、格別の御高配を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

 平成27年８月31日 

 

第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会 

滋賀県開催準備委員会 会 長 三 日 月 大 造  

平 成 2 7 年 ( 2 0 1 5 年 ) ８ 月 3 1 日 

第 ３ 回 総 会 決 定 


